
 

 

≪参考≫ 

○森
もり

 みいな 選手（女子軽中量級） 

 ・ 福岡県立小倉商業高等学校（3年） 

 ・ 成心會福岡支部 所属 

 ・ 5歳から入門 

【実績】 

2014～2022年 全日本総流派空手道選手権大会 9連覇 

2022年11月  第37回 WKO全日本空手道選手権大会 優勝 

2023年5月  文部科学大臣杯 第8回 JFKO全日本フルコンタクト空手道選手権大会 準優勝 

2023年11月  第38回 WKO全日本空手道選手権大会 2連覇 ※ WKO空手ワールドカップ権利獲得 

2024年5月  文部科学大臣杯 第9回 JFKO全日本フルコンタクト空手道選手権大会 準優勝 

         ※ JFKO全世界フルコンタクト空手道選手権大会 権利獲得 

 

○辻
つじ

 七海
ななみ

 選手（女子軽中量級） 

・ 福岡県立福岡講倫館高等学校（2年） 

・ 白蓮会館九州本部 所属 

・ 4歳から入門 

【実績】 

2013～2021年 全日本ジュニア空手道選手権大会 8連覇 

2018～2022年 WKOジャパンアスリートカップ 4連覇 

2023年11月  第38回 WKO全日本空手道選手権大会 第3位 

2024年6月   第19回白蓮会館全九州空手道選手権大会 優勝 ※ WKO空手ワールドカップ権利獲得 

 

○有田
ありた

 空
くう

矢
や

 選手（男子軽量級） 

 ・ 福岡県立八幡工業高等学校（2年） 

 ・ 南原流真空手道龍士會 所属 

 ・ 4歳から入門 

【実績】 

2022年10月 adidasKARATEGRANDPRIX2022  

第40回オープントーナメント全日本空手道選手権大会 優勝 

2023年1月  第5回WKOジャパンアスリートカップ決勝大会 優勝 

2024年6月  第19回白蓮会館全九州空手道選手権大会 優勝  ※WKO空手ワールドカップ権利獲得 

 

 

〇白 蓮
びゃくれん

会館
かいかん

創立40周年記念 Ｗ・Ｋ・Ｏ空手ワールドカップ 

【概 要】フルコンタクト空手の体重別の世界大会で、４年に一度開催。国内各地で予選を行い、日本代表を選出。 

【主 催】ＮＰＯ法人国際空手拳法連盟白蓮会館、Ｗ・Ｋ・Ｏ世界組手連盟 

【日 程】令和６年１１月１０日（日） 

【開催地】エディオンアリーナ大阪（大阪府大阪市） 

【参加者数】１５０名程度（見込） 

【参加国】約２０カ国（日本、タイ、イラン、ブラジル、ロシア、ポーランド、ドイツ等（予定）） 


